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南
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学
校
同
窓
会
報

　

新
春
の
候
、
同
窓
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
少

し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
も
終
息
に
向
か
い
、

本
校
同
窓
会
を
は
じ
め
関
東
同
窓
会
、

関
西
同
窓
会
、
北
九
州
支
部
と
各
地

の
南
高
同
窓
会
も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同

じ
よ
う
に
同
窓
会
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
中
津
南
高
同
窓
会
の
総

会
は
７
月
１
日
に
理
事
82
名
の
出
席

の
も
と
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
会
務
、
決
算
、
監
査
報
告
の
後
、

今
年
度
の
会
務
計
画
案
、
予
算
案
が

審
議
さ
れ
無
事
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
中
津
南
高
校
は
、
明
治
26
年

の
中
津
尋
常
中
学
開
校
以
来
１
３
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
永
い
歴
史
と
伝
統
は
同
窓
生

に
と
っ
て
誇
ら
し
く
思
う
と
同
時
に
、

こ
の
１
３
０
年
を
繫
い
で
き
た
多
く

の
先
輩
方
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
中
津
南
高
は
明
治
、
大
正
、

昭
和
、
平
成
と
１
３
０
年
の
歴
史
を

重
ね
、
約
2
万
9
千
名
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。
沢
山
の
先
輩
や

後
輩
た
ち
の
活
躍
に
も
喜
び
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

去
る
10
月
28
日
に
は
南
高
体
育
館

に
て
「
１
３
０
年
の
軌
跡
、
未
来
へ

ス
ス
メ
」
の
テ
ー
マ
で
１
３
０
周
年

記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
い
た
し
ま

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

母
校
の
教
育
の
振
興
と
発
展
に
多

大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
戴
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
10
月
28
日
に
、
学
校
創
立

１
３
０
周
年
記
念
式
典
が
、
本
校
を

会
場
と
し
て
無
事
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
詳
し
く
は
本
紙
に
別
途

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
式
典
当
日

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ビ
デ
オ
や
式
辞
、

挨
拶
、祝
辞
、記
念
演
奏
、記
念
講
演
、

里
帰
り
授
業
な
ど
が
、
本
校
出
身
者

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆

す
べ
き
こ
と
で
す
。
中
津
南
高
校

の
層
の
厚
さ
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

高
さ
に
感
動
感
激
の
一
日
で
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
11
日
に
は
、
２
年
生

が
修
学
旅
行
に
お
い
て
、
関
東
同

窓
会
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支
援

に
よ
っ
て
実
現
し
た
「
企
業
研
修

（
班
ご
と
に
都
内
に
あ
る
18
の
企
業

　

去
る
10
月
28
日
（
土
）、
本
校
体
育
館
で
、
中
津
南

高
等
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し

た
。大
分
県
議
会
議
員 
今
吉
次
郎
様
、同 

大
友
栄
二
様
、

同 

吉
村
尚
久
様
、
大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

岡
本

天
津
男
様
、
中
津
市
副
市
長 
前
田
良
猛
様
ほ
か
43
名
の

多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
全
校
生

徒
と
全
職
員
も
参
列
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ビ
デ
オ
と
し
て
、
武
吉
伸
治
様
（
高

34
回
生
）
が
制
作
し
た
１
３
０
年
の
歴
史
を
振
り
返
る

ビ
デ
オ
を
上
映
し
た
あ
と
、
式
典
に
入
り
ま
し
た
。
小

池
楠
男
学
校
長
（
高
34
回
生
）
の
式
辞
の
あ
と
、
実
行

委
員
長
で
あ
る
小
南
弘
同
窓
会
長
（
高
30
回
生
）
の
あ

い
さ
つ
、
大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
と

続
き
、
大
分
県
議
会
議
員 

今
吉
次
郎
様
（
高
23
回
生
）、

中
津
市
副
市
長 

前
田
良
猛
様
（
高
28
回
生
）
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
代
表
の
小
野

文
菜
さ
ん
（
2
年
）
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
し
て
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
本
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
界
を
牽
引
し
て
い

し
た
。（
式
典
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本

紙
１
ペ
ー
ジ
、
２
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。）

　

１
３
０
周
年
記
念
事
業
を
行
う
に

あ
た
っ
て
は
、
募
金
の
お
願
い
に
沢

山
の
同
窓
生
の
皆
様
よ
り
ご
支
援
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

在
校
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
の
１
３
０
周
年
の
節
目
に
在

籍
し
て
い
た
こ
と
は
今
後
の
人
生
に

お
い
て
も
大
変
意
義
深
い
も
の
に
な

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
伝
統

あ
る
中
津
南
高
の
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
大

き
く
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
を
念
じ

て
い
ま
す
。

　

式
典
が
終
了
し
た
夕
方
に
は
高
39

回
生
の
ご
尽
力
の
も
と
「
３
９
（
サ

ン
キ
ュ
ー
）あ
り
が
と
う
！
」の
テ
ー

マ
で
「
同
窓
の
つ
ど
い
」
を
、
約

４
０
０
名
の
方
の
参
加
を
頂
き
盛
大

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、
大

き
な
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
は
圧
巻

で
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
皆
さ

ん
喜
び
合
い
、
交
流
を
更
に
深
め
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
皆
様
に
一
つ
う
れ
し
い
お

知
ら
せ
で
す
。
創
立
１
３
０
周
年
を

機
に
、
何
十
年
と
活
動
を
休
止
し
て

い
た
中
津
南
高
同
窓
会
福
岡
支
部
を
、

今
春
再
開
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

福
岡
、
熊
本
、
長
崎
、
佐
賀
な
ど
の

南
高
同
窓
生
の
親
睦
と
交
流
の
場
と

な
り
、
皆
様
の
人
生
に
彩
り
を
添
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
九

州
に
限
ら
ず
、
全
国
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
で
は
活
力
が
あ
り

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
て

や
行
政
機
関
等
に
分
か
れ
て
の
研

修
）」
に
参
加
し
ま
し
た
。
都
心
の

一
等
地
に
あ
る
社
屋
を
訪
ね
、
職

場
見
学
の
ほ
か
本
校
Ｏ
Ｂ
の
職
員

の
方
々
と
の
懇
談
な
ど
を
通
じ
て
、

仕
事
の
実
際
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

同
じ
学
び
舎
で
高
校
時
代
を
過
ご

し
、
大
都
会
で
活
躍
す
る
先
輩
方
に

大
き
な
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
在
校
生
は
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
に
お
い
て
本
校
の
歴
史
と

伝
統
の
恩
恵
に
与
り
な
が
ら
成
長

し
て
い
ま
す
。
校
長
と
し
て
、
本

校
で
の
学
び
の
全
て
が
、
生
徒
の

幸
せ
な
人
生
の
礎
に
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
同

窓
会
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
全
力
で
生
徒
の
教
育
に
あ

た
り
、
揺
る
ぎ
な
い
伝
統
校
と
し

て
の
学
校
づ
く
り
に
邁
進
い
た
す

所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
本
紙
の
編
集
発
行
に
ご

尽
力
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の

「
白
楊
」
を
通
じ
て
同
窓
生
の
絆
が

一
層
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し

て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者 

小
倉
清
澄

様
（
高
32
回
生
）
の
演
奏
を
聴
き
ま

し
た
。
こ
の
演
奏
の
中
で
は
、
本

校
2
年
の
鬼
塚
翠
さ
ん
と
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

「
人
の
心
を
動
か
す
も
の
は
人
の
心

の
み
」「
み
ん
な
仲
良
く
！
」
と
題

し
て
、
南
松
山
病
院
副
院
長
で
版
画

家
・
調
理
師
・
医
学
博
士
で
も
あ
る

坂
山
憲
史
様
（
高
32
回
生
）
の
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
全
学
年
15
ク
ラ
ス
で
、

本
校
同
窓
生
が
講
師
に
な
っ
た
「
里

帰
り
授
業
」
を
行
い
ま
し
た
。
高
8

回
生
の
青
木
行
雄
様
、
塚
本
昭
久
様

か
ら
高
50
回
生
ま
で
、
各
方
面
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
15
名
か
ら

の
貴
重
な
授
業
に
、
生
徒
は
自
分
た

ち
の
将
来
を
思
い
描
い
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

記
念
式
典
の
式
辞
、
祝
辞
か
ら
、

記
念
演
奏
、
記
念
講
演
、「
里
帰
り

授
業
」
ま
で
、
す
べ
て
本
校
同
窓
生

で
実
施
し
た
「
オ
ー
ル
中
津
南
」
で

の
記
念
式
典
で
し
た
。

　
夕
方
か
ら
は
、
記
念
「
同
窓
の
つ

ど
い
」
が
ヴ
ィ
ラ
ル
ー
チ
ェ
で
開
催

さ
れ
、
記
念
式
典
や
「
里
帰
り
授

業
」
に
参
加
さ
れ
た
同
窓
生
の
方
々

が
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

る
会
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓

生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
前
向
き
で
発
展

的
な
ご
意
見
を
同
窓
会
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
母
校
中
津

南
高
等
学
校
の
更
な
る
発
展
と
同
窓

の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
多
幸
ご
健
勝

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
、
ご
遺
族
の
方
々
に
心
よ
り

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
旧
、
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

同窓会会長
小 南  　 弘

校　長
小池　楠男

役員名簿 令和５年７月１日改選

事務局

役　職　名
名 誉 会 長
会 　 　 　 長
副 　 会 　 長
副 　 会 　 長
副 　 会 　 長
副 　 会 　 長
副 　 会 　 長
副 　 会 　 長
副 　 会 　 長
副 　 会 　 長
監 　 　 　 事
監 　 　 　 事
副会長（校　　長）
副会長（PTA会長）
事 務 局 長

氏　　名
和田　仁人
小南　　弘
橋本　一浩
酒井　美保
松尾　邦洋
苅北　由美
大下　洋志
黒永　俊弘
東　　信博
細川　　唯
松下　　太
神本多貴子
小池　楠男
𠮷田　大介
奥村　一義

回生
高14
高30
高31
高32
高33
高34
高35
高36
高37
高39
高22
高25
高34
高48
高30

事 務 局 員
事 務 局 員

長野　勝司
盛永　佳代

高35

2024年度（令和６年度）

同窓会主要行事予定

地区同窓会行事

と　き／2024年７月５日（金）
ところ／ヴィラルーチェ
出席者／役員・理事

総会

と　き／2024年10月６日（日）
ところ／ヴィラルーチェ
幹　事／高40回生

同窓のつどい

と　き／2024年９月28日(土)
ところ／ホテルグランドヒル市ヶ谷
幹　事／高44回生

関東同窓会

と　き／2024年11月10日(日)
ところ／未定　
幹　事／高39回生

関西同窓会

未定
北九州支部同窓会

と　き／2024年６月１日(土)
ところ／KKRホテル博多

福岡支部同窓会　新発足！

　
ご
あ
い
さ
つ

　
ご
あ
い
さ
つ

「オール中津南」で創立130周年記念式典を挙行「オール中津南」で創立130周年記念式典を挙行

同
窓
会
費
の
ご
案
内

　
年
会
費
一
口

　
３
，０
０
０
円
以
上

【
高
額
会
費
納
入
者
】

  

高
２
回
生 

小
松
弘
子 

様	

10
万
円

【
同
窓
会
へ
寄
付
者
】

  

㈲
稲
益
開
楽
園 

様	

５
万
円

  

伸
和
建
設
㈱ 

様	

５
万
円

  

㈱
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

  

高
58
回
生 

鎮
西
正
貴 

様	

30
万
円

  

河
野
清
春 

様	

10
万
円  

（1）令和６年１月15日 はく  白　楊  よう 第 22 号



青木　行雄（高  8回生）	 日青木材㈱ 代表取締役会長
塚本　昭久（高  8回生）	 株式会社エプロ 副社長
植山　　渚（高17回生）	 元高校社会科教諭
前田　良猛（高28回生）	 中津市副市長
西畑　修司（高28回生）	 西畑法律事務所 弁護士
柳　　基善（高29回生）	 クレアティフ合同会社 代表
道免　和文（高30回生）	 千早病院 病院長
宮久　秀一（高31回生）	 ENEOSグローブ株式会社 監査役
岩田　章正（高36回生）	 岩田産業 代表取締役社長
古梶　秀樹（高39回生）	 GMOインサイト㈱ 元社長
吉田　諭司（高46回生）	 OBS大分放送 アナウンサー
出水　　享（高50回生）	 長崎大学大学院工学研究科 土木学者
山岸　美知（高50回生）	 佐賀県立有田工業高等学校 教諭
高山　和恵（高50回生）	 料理研究家
末永　　真（高50回生）	 国土交通省福岡航空交通管制部航空管制官

記
念
講
演
『
人
の
心
を
動
か

す
も
の
は
人
の
心
の
み
』

『
み
ん
な
仲
良
く
！
』

　

坂
山
憲
史
氏
の
こ
れ
ま
で
の
人

生
経
験
と
、
医
師
と
し
て
の
素
晴
ら

し
い
実
績
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
後
は
、
坂
山
氏
が
治

療
を
担
当
し
た
患
者
の
方
２
名
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
医
師
と
し
て
治

療
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の

人
生
に
も
深
く
携
わ
る
姿
勢
に
式

典
の
出
席
者
は
心
を
打
た
れ
ま
し

た
。

　
　
　
高
39
回
生
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
幸
之
助

　

令
和
５
年

度
「
同
窓
の

つ
ど
い
」
は
、

去
る
10
月
28

日（
土
）ヴ
ィ

ラ
ル
ー
チ
ェ

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
同
窓
生
は
約
３
８
０
名
、
そ
し

て
私
た
ち
当
番
回
生
は
74
名
と
、
総

勢
４
５
０
名
あ
ま
り
の
同
窓
生
が

会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。
ご
多

用
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
制
中
津
中

学
校
・
中
津
南
高
等
学
校
を
卒
業
さ

れ
た
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
に
ご

出
席
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
12
月
以
降
は
じ

ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

記
念
演
奏

　

日
本
を
代
表
す
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
奏
者
の
小
倉
清
澄
氏
に
よ
る
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
曲
目
は
小
倉
氏
が
自
ら
編
曲

し
、
在
校
生
の
鬼
塚
翠
君
と
演
奏
し

た
中
津
南
高
の
校
歌
を
は
じ
め
と

す
る
、
全
６
曲
を
演
奏
い
た
だ
き
ま

し
た
。
生
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
語
り

掛
け
る
音
色
を
聞
い
て
参
列
者
全

員
が
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

影
響
で
多
く
の
生
活
様
式
が
変
わ

り
ま
し
た
。
今
ま
で
当
た
り
前
の
こ

と
が
当
た
り
前
に
出
来
な
い
時
代

と
な
り
、
在
宅
勤
務
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な

ど
非
接
触
型
の
活
動
が
一
般
的
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
は

り
顔
を
合
わ
せ
、
そ
の
場
の
空
気

感
を
味
わ
え
る
こ
と
が
、
人
の
心
を

豊
か
に
さ
せ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
、
多
く
の
仲
間
と
話
し
合
い
を

行
い
、「
同
窓
の
つ
ど
い
」
を
開
催
、

そ
の
空
気
感
を
味
わ
え
た
こ
と
も

良
い
経
験
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
１
３
０
年
の
長
き
歴
史
の
な
か

に
は
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ

ど
の
様
々
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
変
化
を
先
輩
方
か
ら
後
輩
へ

上
手
く
伝
え
ら
れ
る
の
も
、こ
の「
同

窓
の
つ
ど
い
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
　
　
　
　
２
年
　
鬼
塚
　
　
翠

　

小
倉
さ
ん
と
は
じ
め
て
の
練
習

の
際
、「
リ
ズ
ム
を
と
る
の
は
苦
手

だ
け
ど
、
感
情
表
現
は
豊
か
だ
ね
」

と
言
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
主
に
リ
ズ
ム

を
と
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
自
分
の

得
手
不
得
手
を
す
ぐ
に
見
抜
く
一

流
の
演
奏
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
、
こ
れ
か
ら
の
音
楽
人
生
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
２
年
　
小
野
　
文
菜

　

郷
土
中
津
は
も
と
よ
り
、
全
国
・

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

先
輩
方
の
存
在
を
知
り
、
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
自
分
の
興
味
や
夢
を
と

こ
と
ん
追
い
か
け
る
先
輩
の
姿
が

印
象
に
残
っ
た
の
で
、
私
も
人
生
の

軸
と
な
る
目
標
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。

創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
報
告

令
和
５
年
度
「
同
窓
の
つ
ど
い
」

～
３
９ （
さ
ん
き
ゅ
う
） 

あ
り
が
と
う
！

招待試合　サッカー招待試合　サッカー

マグロ解体ショーマグロ解体ショー北原人形芝居北原人形芝居

禅海太鼓禅海太鼓

招待試合　野球招待試合　野球 記念講演記念講演

記念演奏記念演奏招待試合　卓球招待試合　卓球

里帰り授業　青木様里帰り授業　青木様

生
徒
の
感
想

昨年度当番幹事
高38回生より
学校へ寄贈

　皆様から頂いた記念事業募金の中から、大型
スクリーンとプロジェクター一式を寄贈するこ
とができました。
　募金総額 11,088,500円（11月末）となりました。
誠にありがとうございました。

　
３
９
（
さ
ん
き
ゅ
う
）

　
　
　
　
あ
り
が
と
う
！

　

今
年
度
の
同
窓
の
つ
ど
い
の

テ
ー
マ
は
「
３
９
（
さ
ん
き
ゅ
う
）

あ
り
が
と
う
！
」。
高
39
回
生
と
か

け
て
サ
ン
キ
ュ
ウ
と
解
く
、
そ
の

心
は
あ
り
が
と
う
！
感
謝
で
す
。

１
３
０
周
年
節
目
の
「
同
窓
の
つ
ど

い
」
と
い
う
こ
と
で
、
な
に
か
華
に

な
る
企
画
・
心
に
残
る
こ
と
を
と
考

え
、「
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
」「
北

原
人
形
芝
居
」「
禅
海
太
鼓
」
を
企

画
い
た
し
ま
し
た
。
１
５
０
㎝
は
あ

ろ
う
「
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
は

圧
巻
で
あ
り
、
皆
様
に
は
大
変
美
味

し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
が
多

く
、
１
階
と
２
階
に
会
場
が
分
か
れ

て
し
ま
う
こ
と
で
、
会
全
体
が
分
断

さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
な
る
点
に

注
意
を
払
い
、
１
階
の
会
場
で
「
北

原
人
形
芝
居
」、２
階
の
会
場
で
「
禅

海
太
鼓
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア

の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

く
、
２
つ
の
企
画
を
行
っ
た
こ
と
は

良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
、
快
く
広

告
協
賛
を
い
た
だ
い
た
個
人
・
企
業

様
、
高
39
回
生
の
み
ん
な
、
中
津
南

高
同
窓
生
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、
そ
し
て
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
、
実
行
委
員
長
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
３
９
（
さ
ん
き
ゅ
う
）
あ
り
が

と
う
！
」　

同
級
生
の
温
か
い
心
遣

い
に
感
謝
。

　

　いま、福澤先生がアツい!!
不滅の福澤プロジェクト

　令和４年度に始めたこのプロジェクトは、構成団体として市や市議会、商工会議所、慶應義塾、
中津三田会などが名を連ねていますが、市民・高校生等の若者・世界で活躍する中津に縁があ
る方とも協力・連携するとしているのが特徴です。
　つまり、貴方もプロジェクトに参加しようと思えば参加できるのです！
　プロジェクトとして、近いところでは、昨年８月６日の「伊藤公平慶應義塾塾長講演会＆市長
対談」、10月６日の中津三田会主催の「若林鶴雲講談会」、10月11日の約2,000人の市民などに
よって作られた福澤諭吉先生をモチーフにしたフォトモザイクアートの中津青年会議所による寄

贈、11月12日の中津ロータリークラブ70周年記念シンポジウムでの特別講演などが
行われました。
　さらに今年は、福澤諭吉先生の思想、行動力を現代の人々に伝えようと、市民
ミュージカル「人誰か故郷を思わざらん～福澤諭吉翁物語～」が上演されます。
この作品は、最晩年を迎えた福澤先生が自分の人生を回想する物語で、「少年期」
「青年期」「壮年期」「熟年期」を４人の福澤先生役が演じます。乞うご期待！
　なお、プロジェクトは、肖像交代で終わるのでなく、“不滅” です。

中津市か
らの

お知らせ

里帰り授業　講師

第 22 号 はく  白　楊  よう 令和６年１月15日（2）



　

去
る
10
月
14
日
（
土
）、
東
京
・

日
本
青
年
館
ホ
テ
ル
に
て
第
43
回

関
東
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
3
度
の
延
期
を

経
て
の
、
4
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

当
日
は
ご
来
賓
や
ゲ
ス
ト
を
含
め
、

１
７
２
名
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
番
幹
事
で
あ
る
私
た

ち
高
43
回
生
は
、
結
局
4
年
間
幹
事

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
た
び
に
先
輩
、
後
輩
、
そ

し
て
同
級
生
の
皆
さ
ん
の
𠮟
咤
激

励
に
勇
気
を
も
ら
い
、
な
ん
と
か
開

催
で
き
た
こ
と
、
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
一
生
に
一
度
の
当
番
幹
事
、

4
年
の
歳
月
を
費
や
し
ま
し
た
が

南
高
同
窓
の
絆
の
強
さ
と
深
さ
を

あ
ら
た
め
て
実
感
で
き
、「
や
っ
て

よ
か
っ
た
！
」
と
い
う
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
伝
統
が
末

永
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
去
る
令
和
5
年
11
月
12
日
（
日
）、

「
関
西
同
窓
の
つ
ど
い
」
を
ハ
ー
ト

ン
ホ
テ
ル
西
梅
田
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
小
南
同
窓
会
会

長
（
高
30
回
生
）、
小
池
校
長
（
高

34
回
生
）、
奥
村
事
務
局
長
（
高
30

回
生
）、
関
東
同
窓
会
安
田
喜
根
副

会
長
（
高
25
回
生
）、
関
東
同
窓
会

青
木
顧
問
（
高
8
回
生
）、
大
分
県

大
阪
事
務
所
石
井
所
長
、
関
西
大

分
県
人
会
熊
谷
理
事
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
集
ま
っ
た
35
名
の
同
窓

生
と
と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
会
は
、
関
西
同

窓
会
事
務
局
の
貴
堂
賢
信
氏
（
高

34
回
生
）
に
よ
り
、
中
津
南
高
創

立
１
３
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
中
で

紹
介
さ
れ
た
ビ
デ
オ
等
の
上
映
を

行
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
岩
丸

関
西
同
窓
会
会
長
（
高
21
回
生
）

の
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
小
南
会
長
、

小
池
校
長
、
石
井
大
分
県
大
阪
事

務
所
長
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し

　

令
和
5
年
10
月
1
日
（
日
）、
Ｊ

Ｒ
九
州
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小

倉
内
八
く
ら
に
て
、
第
7
回
中
津
南

高
等
学
校
北
九
州
同
窓
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
同
窓
生
29
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

7
階
屋
上
に
て
最
良
の
天
気
の

中
、
全
員
で
写
真
撮
影
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
会
場
へ
と

戻
り
、
司
会
者
の
木
下
敏
行
氏
（
高

17
回
生
）
が
開
会
宣
言
を
行
い
世
話

人
会
を
紹
介
、
代
表
世
話
人
の
弓
場

政
則
氏
（
高
24
回
生
）
が
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
次
に
来
賓
3
名
が
紹
介
さ

れ
、
同
窓
会
会
長　
小
南
弘
様
、
中

津
南
高
等
学
校
長　

小
池
楠
男
様

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
乾
杯
の
音
頭
は
岩
城
剛
一
氏
（
高

7
回
生
）
の
発
声
に
よ
り
行
わ
れ
、

会
場
は
宴
会
モ
ー
ド
の
鉄
板
・
串
焼

き
の
店
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
会
場

全
体
は
多
少
狭
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
自
ス
テ
ー
キ
セ
ッ
ト
を
食
べ
な

　

中
津
南
高
等
学
校
福
岡
支
部
は

村
上
巧
児
氏
（
第
２
期
生
、
元
西
鉄

社
長
）
が
ご
健
在
の
頃
に
は
活
発

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
こ
数
十
年

間
は
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
復
活

さ
せ
る
べ
く
、
同
級
生
と
共
に
明
る

く
元
気
に
立
ち
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

岩
﨑
　
誠
（
高
19
回
生
）

道
免
和
文
（
高
30
回
生
）

 

栗
山
昌
也
（
高
38
回
生
）

が
ら
穏
や
か
な
懇
談
の
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
時
間
で
す
。
梅
木
悟

一
氏
（
高
17
回
生
）
の
軽
妙
な
話
術

た
。
続
い
て
山
田
関
西
同
窓
会
副

会
長
（
高
20
回
生
）
に
乾
杯
の
ご

発
声
を
お
取
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

美
味
し
い
食
事
と
お
酒
を
い
た

だ
き
な
が
ら
の
懇
談
の
後
、
最
後

は
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
参
加

者
最
年
長
の
柳
川
陽
史
様
（
高
6

回
生
）
の
ご
発
声
で
万
歳
三
唱
を

行
い
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
西
在
住
の
高
38
回
生
が
不
在

の
為
、
事
前
の
準
備
で
は
、
岩
丸

会
長
や
松
吉
事
務
局
長
（
高
24
回

生
）
を
は
じ
め
関
西
在
住
の
同
窓

生
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
九
州
支
部

北
九
州
支
部
の

近
況
報
告

福
岡
支
部
再
開
に

当
た
っ
て

福
岡
支
部

に
よ
り
、
景
品
が
当
た
る
度
に
歓
声

が
上
が
り
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
校
歌
斉
唱
で
は
皆
さ
ん
声
が

小
さ
く
て
元
気
が
な
い
中
、
小
池

校
長
が
応
援
団
風
の
大
き
な
声
で

歌
っ
て
く
れ
大
変
元
気
が
出
ま
し

た
。

　

最
後
に
梅
木
氏
の
発
声
で
万
歳

三
唱
及
び
閉
会
宣
言
を
行
い
、
各
自

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
感
謝
し
ま
す
。

関
東
同
窓
会

南
高
同
窓
の
絆
に
感
謝

令
和
５
年
度

同
窓
の
つ
ど
い
を
挙
行

関
西
同
窓
会

地区同窓会
だより

ふるさとは遠きにあり
て思ふもの

松
本
壮
平
（
高
43
回
生
）

還暦同窓会
32回生

30回生

34回生

33回生

高30回生・高32回生・高33回生・高34回生

（3）令和６年１月15日 はく  白　楊  よう 第 22 号



第 22 号 はく  白　楊  よう 令和６年１月15日（4）

主な部活動実績主な部活動実績主な部活動実績主な部活動実績

主な進学実績主な進学実績主な進学実績主な進学実績

水 泳

テ ニ ス

女 子
バスケット
ボ ー ル

卓 球

（ゴルフ）

野 球

●第71回大分県高等学校総合体育大会
　女子50m自由形 ……………… 8位 女子50m自由形 ……………………… 7位
　女子100m自由形 …………… 8位 女子100m自由形 ……………………… 7位
　女子100ｍ平泳ぎ …… 2位（九州） 女子200ｍ平泳ぎ……………… 2位（九州）
　女子100ｍ背泳ぎ …… 6位（九州） 女子200ｍ背泳ぎ……………… 6位（九州）
　女子100ｍ背泳ぎ …… 2位（九州） 女子200ｍ背泳ぎ……………… 2位（九州）
　男子100m背泳ぎ …… 4位（九州） 男子200m背泳ぎ ……………… 4位（九州）
　女子4×100ｍリレー … 5位（九州） 女子4×100ｍメドレーリレー  4位（九州）
●第54回大分県高等学校新人水泳競技大会
　女子50ｍ平泳ぎ ……………… 3位 女子100ｍ平泳ぎ……………… 1位（九州）
　女子200ｍ平泳ぎ …… 1位（九州） 女子50ｍ背泳ぎ ……………………… 1位
　女子100ｍ背泳ぎ …………… 5位 女子200ｍ背泳ぎ……………… 3位(九州)
　女子50ｍ背泳ぎ ……… 4位(九州) 女子100ｍ背泳ぎ……………………… 2位
　女子200ｍ背泳ぎ …… 1位(九州) 女子50ｍバタフライ ………… 1位(九州)
　女子200ｍ個人メドレー 7位(九州) 男子50m背泳ぎ ……………… 3位(九州)
　男子100m背泳ぎ …… 3位(九州) 男子200m背泳ぎ ……………………… 5位
　女子4×100ｍリレー … 3位(九州) 女子4×100ｍメドレーリレー 3位(九州)

●第71回大分県高等学校総合体育大会　男子団体戦　ベスト8

●第71回大分県高等学校総合体育大会　ベスト8
●令和５年度大牟田バスケットボール協会長杯争奪戦　第1回サマーカップ　優勝
●第76回全国高等学校バスケットボール選手権大会　大分県予選　ベスト8

●第71回大分県高等学校総合体育大会
　男子学校対抗 ……………… 第3位 女子学校対抗 ……………… 第2位（九州）
　女子ダブルス 第1位（九州・全国） 女子シングルス  第3位（九州・全国）・ベスト8
●令和５年度全日本卓球選手権大会県予選会ジュニアの部 女子シングルス　ベスト4
●令和５年度大分県高等学校1・2年生卓球大会
　女子シングルス ………………優勝 男子シングルス ………………… ベスト8
●第54回大分県高等学校新人卓球競技大会
　男子学校対抗 …………… ベスト8 女子学校対抗 ……………… 第3位(九州)
　女子シングルス …………… 第2位 女子ダブルス ……………………… 第3位

●第71回大分県高等学校総合体育大会　個人の部　6位

●第152回九州地区高等学校野球大会大分県予選　ベスト８

部活動名 大会名・種目名等・成績（上級大会）

美 術

か る た

吹 奏 楽

書 　 道

科 　 学

囲 　 碁

将 　 棋

推奨
入選

代表選出(全国)

出場権獲得(全国)
ベスト16
ベスト8

出場権獲得(九州)

金賞(九州) 
銅賞

南山賞・特選・準特選・金賞
推奨
入選

優良賞

準優勝(九州)

準優勝(全国)

●大分県高等学校文化連盟 第48回美術専門部スケッチ大会
●第75回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭

●第47回全国高等学校総合文化祭 
　小倉百人一首かるた部門 大分県代表選考会　
●小倉百人一首競技かるた
　第45回全国高等学校選手権大会大分県代表選考会
●第47回全国高等学校総合文化祭 小倉百人一首かるた部門　
●小倉百人一首かるた　第45回全国高等学校選手権大会
●第７回全九州高等学校総合文化祭
　小倉百人一首かるた部門大分県代表選考会

●第60回大分県吹奏楽コンクール〔小編成部門〕高等学校の部
●第19回南九州小編成吹奏楽コンテスト

●第57回髙野山競書大会
●第59回高文連席上揮毫大会
●第32回国際高校生選抜書展

●第64回科学クラブ研究発表大会 物理部門「引かれあう一円玉」

●第33回大分県高等学校囲碁秋季大会 女子団体戦

●第31回大分県高等学校将棋新人大会 個人戦

部活動名 大会名・種目名等 成績（上級大会）

最難関・難関大学16名合格

令和５年度 部活動の主な結果（令和５年４月～令和５年10月）

●運動部

●文化部

北教大函館校
茨城大
東京学芸大
横浜国立大
岐阜大
京都教育大
大阪大
鳥取大
島根大
岡山大
広島大
山口大
徳島大
九州大
九州工大
佐賀大
長崎大
熊本大
大分大
宮崎大
鹿児島大
琉球大
合計

1
1
1
1
1
1
1(1）
1
1
1(1）
10(1）
4
1
12（1）
4（1）
3
2
13（1）
16
4
2
2
83（6）

国
　立
　大
　学

※（　）は既卒者で内数です

学　校　等 合格者数
都留文科大
大阪公立大
神戸市外大
島根県立大
尾道市立大
下関市立大
山口東京理科大
山口県立大
高知工科大
北九州市立大
福岡県立大
長崎県立大
熊本県立大
大分看護科学大
名桜大
合計

1
1
1
1
1
3
2
1
1
3(1）
2
3
1
2
1
24（1）

公
　立
　大
　学

学　校　等 合格者数
国際医療福祉大
慶應義塾大
専修大
大東文化大
東海大
東京農大
東京理大
日本大
法政大
明治大
京都産業大
同志社大
立命館大
関西大
関西医大
近畿大
関西学院大
広島文教大
九州産大
西南学院大
中村学園大
福岡大
福岡工大
崇城大
立命館アジア大
その他私大
合計

6(1）
2
2(1）
2
5
1
2
3(2）
4(2）
2
5
2
9(4）
2
1
9
5
2
13
8
1
43
9
12
1

116(10)
267（20）

私
　立
　大
　学

学　校　等 合格者数開
扇
祭

令和５年度入試合格者総数

107名 267名国公
立大

私立
大

開
け
よ
扇

　咲
け
よ
花

南北親善
球技大会

ただし、ベスト8以上のものを記載


